
 

平 成 ２４ 年 度 事 業 報 告 書 

平成２４年５月 1日から平成２５年 4月 30日まで 

特定非営利活動法人ホタルのふるさと瀬上沢基金 

１ 事業活動概要 

2４年１月、東急建設は上郷開発事業について報道発表し、開発相談書の提出を行なった。3

月、市は相談書に対する助言書を東急に交付、地権者の会からは開発を求める陳情書が提出され

た。当基金は、A3ビラ“瀬上沢の自然を次の世代へ残そう！”“横浜・瀬上沢の森を守ろう！寄

付者１万人アクション”を作成し配布。行政各部局へは延べ 27回訪問、議員 22名、報道関係者

17名と面談し、保全を要請。市長への保全要請陳情書は 7件提出した。25/4月現在開発申請は

出ていない。 

“寄付者 1万人アクション”は、前年度末 5千人であったが 12月に 1万人を達成、行政、議

員への積極的な働きかけの大きな後ろ盾となった。２４年度寄付金は、前年比 7%減の１85万円、

累計で 724万円となった。ポスティングは前年度比半減の 35,000枚にとどまった。イベントは

“瀬上の森で、自然と遊ぼう！子供にかえろう！”“佐藤潤コンサート in瀬上沢”“YOKOHAMA冬

ホタル”を行なった。 

２ 事業内容  

①  緑地の取得、保全に関する事業 

ア 基金募集事業 

・内 容 基金募集チラシ 35,000枚の配布、戸別訪問 、カラーチラシ 10,000部、ス

テッカー4,000 枚の作成、“寄付者 1 万人アクション”実施 寄付金箱の作

成と 34ヶ所の設置 

・日 時 通年 

・場 所 栄区、港南区、磯子区、金沢区 

・従事者人員 20名 

・対 象 者 会員及び一般市民 

・支 出 額 236,259円 

イ クリーンアップ事業 （瀬上沢文化遺産研究会に協賛） 

・内 容 道路付近の下草刈りや清掃活動  

・場 所 瀬上沢区域 主に舞岡上郷線西側区域 

・日 時 6/10,8/12,10/14,12/9,2/10,4/14 の偶数月に 6 回実施。軽トラック 8 台分

のごみ収集 

・従事者人員 延べ 87名参加 

・対 象 者 会員及び一般市民 

・支 出 額 6,195円 

②  自然環境保護活動の普及啓発に関する事業 

ア ホームページ事業 

・内 容 ホームページの内容充実により自然保護の大切さを広く伝える 

・場 所 横浜市内 

・日 時 通年 

・従事者人員 延べ 20人 



 

・対 象 者 会員及び一般市民 

・支 出 額 14,900円 

イ 啓発誌の発行事業 

・内 容 瀬上沢の自然保護に関する誌面の作成 

① 会報の発行  

② “瀬上沢の自然を次世代へ残そう！”“横浜・瀬上沢の森を守ろう！寄

付者 1万人アクション”ビラ作成 35,000部発行 

③ 三折リーフレット作成 2,500部 

・日 時 ①24/6月、25/2月 会報作成 各 400部発行 ②随時 ③25/3月 

・場 所 横浜市内 

・従事者人員 延べ 20人 

・対 象 者 会員及び一般市民 

・支 出 額 141,066円 

ウ ガイドツアー事業（瀬上沢文化遺産研究会に協賛） 

・内 容 瀬上沢の自然や文化遺産の紹介 

・日 時 5/13,7/8,9/8,11/11,1/13,3/10の奇数月に 6回実施 

・場 所 円海山域 

・従事者人員 延べ 105名参加（SBKに協賛） 

・対 象 者 会員及び一般市民 

・支 出 額 0円 

エ イベント事業   

・内 容 基金の知名度を高める行事を行う 

① “瀬上の森で、自然と遊ぼう！子供にかえろう！” 

② “佐藤潤コンサート in瀬上沢” 

③  “YOKOHAMA冬ホタル” 

④ 横浜栄高校文化祭 

⑤ 夜間昆虫調査 

・日 時 ①7/7 ②10/14  ③12/22 ④6/30,7/1 ⑤5/8,5/23,5/30,6/12,7/5,7/18, 

8/2,8/30,9/11,9/30,10/22 

・場 所 ①瀬上沢 ②瀬上沢西の森 ③パタゴニア・ベイサイドストア周辺 ④横

浜栄高校 ⑤瀬上沢猿田谷戸市道上 

・従事者人員 ①14名 ②60名 ③1,000名 ④延べ 45名 ⑤延べ 60名 

・対 象 者 会員及び一般市民 

・支 出 額 266,130円 

 


